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X10b RIOJA:赤方偏移 7.9の原始銀河団コア領域にある銀河の輝線比診断
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宇宙再電離期の原始銀河団の研究は、銀河進化を理解する上で重要である。我々は JWSTのNIRSpec/IFS(面
分光モード)を用いて、最遠方の原始銀河団の一つであるA2744-z7p9ODのコア領域を観測した。Hashimoto et
al. (2023)では、同領域において赤方偏移 z = 7.9にある 4つの銀河を [O iii]λλ4960,5008Å輝線を用いて同定した
ことが報告された。また、同論文では JWSTとALMAの多波長データを組み合わせることで、銀河の環境効果が
働いていることを示唆している。本研究では、[O iii]輝線に加えて、新たに [O ii]λλ3727,3730ÅとHβの情報を用
いて、3つの天体の輝線比O32 = log([OIII]λ5008Å/[OII]λλ3727,3730Å)とR23 = log(([OIII]λλ4960,5008Å+[O
II]λλ3727,3730Å)/Hβ)を求めた。なお、輝線比の計算においては、ダスト減光も考慮している。結果、R23 ≥ 0.56,
O32 ∼ 0.15− 0.21となり、同じ時代にある典型的な天体と比較してR23は無矛盾な結果が得られた一方で、O32
は 5分の 1程度の値を取ることが明らかになった。これは z = 2の典型的なライマンブレイク銀河と同程度であ
り興味深い。また、[O ii]の輝線比から電子密度 (ne)を測定したところ、ne ∼ 1000 cm−3と、典型的な高赤方偏
移の銀河と無矛盾な結果が得られた。本講演では、これらの星間媒質の性質を原始銀河団における銀河進化に関
連づけて議論する予定である。


